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■納税申告相談について
■確定申告についてほか
■人権擁護委員についてほか
■さかえ倶楽部スキー場情報ほか
■「女性の会」の開催結果について
■消費税率変更に伴う各種使用料の変更について
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　１月17日㈮に栄小学校のスキー教室が行われ
ました。今シーズンは全国的に降雪が少なく、
スキー場の営業も危ぶまれる中、パトロール隊、
圧雪係の方々のご尽力により、無事スキー教室
を開催することができました。
　今後、さらに雪が降ってくれることを期待し
ます。

～雪不足に悩む中で～

令和２年
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２月号
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　今年も申告の時期となりました。役場では下表のとおり納税相談を行いますので、村県民税の申告書と必要
書類をご用意のうえ、各相談会場へお越しください。

◆申告に必要な書類（平成31年1月1日から令和元年12月31日までのもの）

①令和２年度分村県民税申告書
②預金通帳（申告者本人名義）とその印鑑
③給与または賃金・年金等のある方は源泉徴収票
④国民年金・厚生年金等の掛金年額のわかる書類
（ハガキの証明書が届いています）
⑤保険会社から交付を受けた生命保険・地震保険
料等の控除証明書

⑥医療費の領収書、通知書
⑦日雇いや出稼ぎのある方は、支払証明等収入金
額のわかる書類

⑧事業所得については、収入額と支出額の照合で
きる書類
⑨障害者等控除を受ける方は、障害者手帳または
障害者控除対象者認定書
⑩税務署から確定申告の封書（ハガキ）が送付さ
れている方はその封書（ハガキ）
⑪雑損控除など、損失の繰越額がある方は、昨年
の確定申告書の書類
⑫確定申告（納付、還付）される場合、マイナン
バーカードの写し、又は通知カードと運転免許
証などの写し

相　談　日 会　　場 時　　間 対　象　地　区

２月17日㈪ 志久見公民館 午後１時～午後４時 雪坪　志久見

２月18日㈫
柳在家公民館 午前10時～正午 柳在家　切欠

長瀬公民館 午後１時～午後４時 長瀬　笹原

２月19日㈬ 北野天満温泉
午前10時～正午 ◎極野　◎中野　◎坪野

午後１時～午後４時 北野　◎当部　天代　◎原向

２月20日㈭
ながの農協栄出張所

午前10時～午後４時 月岡　◎小滝　◎横倉

２月21日㈮ 午前10時～午後４時 箕作　◎泉平

２月25日㈫ 白鳥公民館 午前10時～午後４時 白鳥

２月26日㈬ 平滝公民館 午前10時～午後４時 平滝

２月27日㈭ 秋山郷総合センター
とねんぼ

午後１時～午後５時 ◎屋敷　◎上野原　◎和山　切明

２月28日㈮ 午前９時～午前11時 小赤沢

３月１日㈰ 栄村役場
多目的ホール

午前９時～午後４時 村内全域

３月２日㈪ 午前10時～午後４時 森　塩尻　五宝木

３月４日㈬ 青倉公民館 午後１時～午後４時 青倉

３月５日㈭ 大久保公民館 午後１時～午後４時 ◎野田沢　大久保　天地

３月９日㈪
栄村役場
第一会議室

午前10時～午後４時 村内全域３月10日㈫

３月11日㈬

◆日　程

※地区分けをしてありますが、都合のつかない方や自分で相談に来られる方は、どの会場で申告されても結構です。
※◎印の地区は、シャトルバスを運行しますのでご利用ください。運行表は各対象地区の皆さんあてに配布します。
※３月12日～15日は、栄村で相談会は行いません。信濃中野税務署で申告してください。

【問合せ先】総務課税務係　☎0269-87-3111（代表）　☎050-3583-2114（直通）

納税申告相談のお知らせ
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確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

医
療
費
控
除
を
適
用

さ
れ
る
方
へ

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
へ

確
定
申
告
不
要
制
度
に

つ
い
て

第
３
回
福
祉
の
職
場
説

明
会
・
就
職
面
接
会

　

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
、
次
の
と
お
り
開
設

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
会
場

の
開
設
期
間
前
は
、
相
談
ス
ペ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
お
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
会
場

　

信
濃
中
野
税
務
署　

2
階
会
議
室

◇
期
間

　

令
和
2
年
2
月
17
日
～
3
月
16
日

　

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
時
間

・
受
付　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
4

時
ま
で
（
提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

・
相
談　

午
前
9
時
か
ら

※
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
午

後
3
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
が
午
後
5
時
を
過
ぎ
る
場

合
に
は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た

め
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

や
受
付
を
早
め
に
締
め
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
自
宅
等
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す
の
で
、
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
・
書
面
で
印
刷
し
て
送
付
の

い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出

完
了
通
知
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご

自
宅
等
で
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
際
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

す
れ
ば
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
操
作
や
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
質

問
、
ご
相
談
は
、
ま
ず
は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
・
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
問
合
せ
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」・「
税
の
情
報
・
手
続
き
・

用
紙
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作

な
ど
の
問
合
せ
（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）】

☎
０
５
７
０
─

０
１
─

５
９
０
１

◇
受
付　

月
曜
～
金
曜（
祝
日
等
除
く
）

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
務
署
か
ら
記
載
内
容
の
確

認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

領
収
書
は
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
平
成
31
年
分
（
令
和
元
年
分
）
の
確

定
申
告
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
領
収

書
の
添
付
又
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
や
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
控
除
（
純
損
失
や
雑
損
失

の
繰
越
控
除
な
ど
）
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
分
以
後
は
、
源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等

（
外
国
の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い

て
支
払
わ
れ
る
年
金
な
ど
）
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
日
時
】

　

令
和
2
年
3
月
5
日
㈭

・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

12
時
30
分
～
13
時
20
分

・
説
明
会
・
就
職
面
接
会

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
会
場
】

　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野

※
参
加
費
無
料　

申
込
不
要　

履
歴
書

不
要　

服
装
自
由

【
問
い
合
わ
せ
】

　

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
6
─

2
2
6
─

7
3
3
0
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村
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修

学
に
困
難
が
あ
る
学
生
に
対
し
、
奨
学

資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
は
奨
学
生
本
人
に
貸
し
付

け
し
、
奨
学
生
本
人
が
償
還
を
負
う
も

の
で
す
。
卒
業
後
の
生
活
設
計
等
十
分

に
考
慮
し
て
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

申
込
書
類
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
は
必
ず
学
生
本
人
が
行
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
貸
付
対
象
者

　

高
等
学
校
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
学
校

に
在
学
す
る
者
、
又
は
予
定
す
る
者
。

◇
貸
付
金
額

　

月
額
1
万
円
、
2
万
円
、
3
万
円
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

◇
貸
付
方
法

　

年
4
回
、
5
月
・
8
月
・
11
月
・
2

月
に
3
ヶ
月
分
を
口
座
振
込
し
ま
す
。

◇
貸
付
利
率

　

無
利
子

◇
償
還
方
法

　

奨
学
資
金
を
借
り
終
え
た
後
、
1
年

間
据
置
し
借
入
年
数
に
応
じ
た
年
数
で

栄
村
奨
学
資
金
制
度
の

ご
案
内

人
権
擁
護
委
員

広
瀬
隆
司
さ
ん
が
就
任

人
権
擁
護
委
員

島
田
た
つ
子
さ
ん
が
退
任

償
還
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

令
和
2
年
3
月
19
日
㈭
～3

月
27
日
㈮

※
申
込
の
受
け
付
け
は
、
こ
の
期
間
限

り
で
す
。

※
申
込
書
類
は
、
3
月
2
日
以
降
教
育

委
員
会
事
務
局
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

◇
貸
付
決
定

　

4
月
中
に
栄
村
育
英
基
金
運
営
委
員

会
で
審
議
し
貸
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
広
瀬
隆
司

さ
ん
（
森
）
が
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
、
令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
4

年
12
月
31
日
ま
で
の
任
期
で
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

栄
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
広
瀬
隆

司
さ
ん
と
上
倉
章
夫
さ
ん
（
平
滝
）
の

2
名
で
、
人
権
の
擁
護
に
努
め
て
い
ま

す
。
虐
待
や
差
別
等
の
人
権
問
題
で
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
県
地
方
法
務
局　

飯
山
支
局

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

２
３
０
２

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
平
成
26
年

か
ら
2
期
6
年
間
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
島
田
た
つ
子
さ
ん
（
箕
作
）
が
、
ご

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
長
年
努
め
て
い
た
だ
い
た
功
績
に

よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
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不当利得による医療費返還について

　これから新社会人となる方や、転職・退職等で健康保険の切り替えで、栄村国保から社会保険等
へ加入される方が特に注意していただきたい「不当利得」について、ご説明します。

不当利得とは？
　以下のような、国民健康保険の資格喪失後に医療機関を受診してしまったときに発生します。
①　会社に就職して社会保険等の資格を取得した（手続きをした）が、保険証の交付が遅れたため、

栄村国保の保険証を使ってしまった。
②　社会保険等にさかのぼって加入したことにより、栄村国保をさかのぼって資格喪失した。
③　社会保険等に加入したが、栄村へ国保の資格喪失手続きが遅れ、その間に栄村国保の保険証を

使ってしまった。
④　栄村外へ転出したが、転出先の市区町村から保険証の交付を受ける前に栄村国保の保険証を使

ってしまった。

医療費の返還とは？
　国民健康保険に加入している人が、医療機関等を受診する際は、窓口で保険証を提示することで
窓口での負担が３割～２割となり、残りの７割～８割は、栄村国民健康保険から医療費の給付分と
して医療機関等に支払われます。
　このため、国民健康保険の資格喪失後の受診により不当利得の該当となった場合は、栄村が負担
した７割～８割を返還していただくことになります。

返還方法は？
　該当となった方へ、栄村から「医療費の返還請求について」という通知が送付されます。通知書
には、請求書が同封されていますので、指定期日までに栄村役場窓口にてお支払いください。
　その後、新たに加入した社会保険等へ療養費として請求することができるようになりますので、
そのご案内をいたします。

すみやかに届出をしましょう！
　健康保険は自動的に切り替わりません。ご自身での届出が必要です。まずは、社会保険等へ加入
する手続きを済ませたら、すみやかに栄村国保の保険証を役場窓口へご返還ください。その後、社
会保険等の保険証が交付されたら、改めて役場窓口にて国保の資格喪失手続きをしてください。

問い合わせ先 民生課　住民福祉係　　担当　髙橋（☎87-3114）

健康保険の切り替えは、すみやかに！
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健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
が

２
０
２
０
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
的
な
料
理
や
お
家
で
出
来
る
運

動
を
知
り
た
い
、
一
緒
に
健
康
づ
く
り

を
す
る
仲
間
を
作
り
た
い
方
、
こ
の
講

座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
講
座

に
3
回
以
上
参
加
す
る
と
、
修
了
証
書

が
交
付
さ
れ
、「
食
改
さ
ん
」
と
し
て

活
躍
で
き
ま
す
。
皆
様
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

６
３
１
１

日　時 内　容 場所・料金

２月20日㈭
10時～14時

健康づくりにつ
いて

◇場所
　北信保健福祉
　事務所
　（飯山市）

◇参加費
　１回：500円

◇定員
　24名

◇申込〆切
　Ｒ２.２.14

２月26日㈬
10時～14時

健康に食べるっ
て？

３月４日㈬
10時～14時

運動で未来をつ
くる

  

同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
社
員
と
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働

者
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
の
差
を
な

く
し
、
雇
用
形
態
に
よ
ら
ず
待
遇
に
納

得
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
関
係
法
令
や
指
針
が
施
行
さ
れ
ま

す
。

●
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１　

不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

２　

労
働
者
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る

説
明
義
務
の
強
化

３　

行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・

指
導
等
や
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

き
の
整
備

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法

に
関
す
る
情
報
は
、「
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
特

集
ペ
ー
ジ
）
へ

 【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課
企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

  

12
月
に
入
っ
て
も
、
ま
と
ま
っ
た

降
雪
が
無
く
21
日
の
オ
ー
プ
ン
は
延

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
部
の
リ
フ
ト
が
営
業
で
き
た
の

は
年
末
28
日
か
ら
で
し
た
が
、
31
日

に
は
再
び
休
業
と
な
り
、
わ
ず
か
な

降
雪
で
１
日
に
再
営
業
と
毎
日
ハ
ラ

ハ
ラ
の
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
何
と
か
営
業
を
続
け
て

い
ま
す
が
今
後
の
お
天
気
長
期
予
報

で
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

雪
不
足
の
せ
い
で
年
末
年
始
の
入

込
は
例
年
の
半
分
程
で
し
た
が
、
元

旦
に
は
新
年
を
お
祝
い
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
新
春
も
ち
つ
き
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
外
か
ら
お
越

し
頂
い
た
お
客
様
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
掛
け
声
と
と
も
に
杵
を
振

る
っ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

正
月
明
け
の
１
月
11
日
～
13
日
ま

で
の
３
連
休
に
は
、
武
蔵
村
山
市
を

含
む
多
摩
・
島
し
ょ
地
区
の
小
学
生

60
人
が
栄
村
を
訪
れ
、
ス
キ
ー
や
絵

手
紙
、
青
倉
地
区
で
の
雪
国
体
験
な

ど
を
通
し
て
冬
の
栄
村
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２・３月のイベント

◦２月８日㈯　バレンタインチョコ
つかみどり                

◦２月１６日㈰　スキー子供の日
宝探し大会②

◦２月２3日㈰　レストラン村民感謝デー
◦３月７日㈯　さかえ雪ん子まつり
◦３月２3日㈪～２９日㈰ さよなら感謝デー

　

小
雪
模
様
の
今
冬
で
す
が
、
２
月

も
村
民
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

小雪で
スタート

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
情
報

▼青倉地区での体験

▼

新
春
も
ち
つ
き

　
イ
ベ
ン
ト
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日
頃
、
女
性
の
方
が
村
へ
の
意
見
や
要

望
な
ど
を
、伝
え
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、

村
長
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
村
内
４

カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
一
部
を
紹
介
致
し
ま
す
。

①
「
道
路
、
除
雪
関
係
」
に
つ
い
て

宝
山
荘
の
所
は
何
の
工
事
を
し
て
い

る
の
か
。

志
久
見
橋
の
補
強
工
事
を
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
宝
山
荘
前
の
道
路
改
良

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
い
け
ば
次
年
度
以

降
拡
幅
工
事
に
入
れ
ま
す
。

百
合
居
橋
を
架
け
替
え
る
話
を
聞
い

た
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

令
和
元
年
の
春
に
橋
の
架
け
替
え
の

た
め
の
土
質
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
長
野
県
が
堤
防
の
改
築
と
合
わ
せ
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
と
し

た
工
期
は
発
表
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
近
年

中
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
雪
害
救
助
員
を
確
保
で
き
る

の
か
。

雪
害
救
助
員
制
度
は
、
栄
村
に
と
っ

て
高
齢
者
が
安
心
し
て
冬
期
間
暮
ら

せ
る
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
。

現
在
20
名
の
方
が
雪
害
救
助
員
と
し
て
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
救

に
は
村
の
良
い
所
に
気
付
き
、
魅
力
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
と
、
委
員
か
ら
も
聞
い

て
い
ま
す
の
で
、
見
せ
方
等
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

ス
キ
ー
場
を
子
供
向
け
、
ま
た
は
身

体
に
障
害
の
あ
る
方
も
利
用
で
き
る

ス
キ
ー
場
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
、
村
民

も
村
民
以
外
で
も
、
誰
で
も
皆
で
楽

し
め
る
交
流
が
で
き
る
ス
キ
ー
場
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
障
害
の

あ
る
方
や
子
供
達
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
運
営
を
研
究
し
ま
す
。

④
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

ラ
ジ
ヘ
リ
防
除
に
よ
る
農
薬
散
布

は
、
農
薬
が
空
か
ら
降
っ
て
く
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
。
環
境
や
子
供
の
た
め

に
も
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。

現
在
、
空
中
防
除
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
殺
虫
剤

は
、
以
前
使
わ
れ
て
い
た
有
機
リ
ン
系
殺

虫
剤
に
比
べ
人
体
へ
の
影
響
は
低
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
ヘ
リ
の
空
中
防
除
は

農
業
者
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
の
農
業
に

と
っ
て
作
業
軽
減
に
な
っ
て
い
る
側
面
も

あ
り
ま
す
。
農
産
物
の
安
心
安
全
と
農
作

業
の
作
業
軽
減
の
両
面
か
ら
今
後
も
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
が
減
り
、
将
来
の
子
供
達
の
教

育
を
、村
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

少
人
数
で
も
、
地
域
に
よ
る
教
育
格

差
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
教

助
員
の
人
員
を
確
保
し
、
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
「
健
康
、
福
祉
関
係
」
に
つ
い
て

村
の
高
齢
者
施
設
に
入
所
す
る
に
は
、

基
準
や
優
先
順
位
な
ど
は
あ
る
の
か
。

森
の
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
老

人
共
同
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

へ
の
入
居
は
申
し
込
み
が
あ
っ
た
時
点
で

入
所
判
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
但
し
、

こ
こ
は
自
立
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
滝
の
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
民

間
運
営
の
た
め
基
準
や
優
先
順
位
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
基
本
要
介
護
3
以
上
の
方

が
入
所
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

台
風
で
飯
山
線
が
運
休
に
な
り
、
病

院
へ
行
け
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
で
は
今
回
の
台
風
災
害
で
運
休

に
な
っ
た
関
係
で
は
終
点
ま
で
（
豊

野
駅
）
の
陸
路
が
確
保
で
き
な
い
う
ち
は

バ
ス
に
よ
る
代
替
え
運
行
は
で
き
な
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
独
自
に
高
校
生

を
対
象
に
し
た
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
の

で
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
等
で
困
っ
た
場

合
は
担
当
課
に
相
談
窓
口
は
開
設
し
て
い

ま
す
。

③
「
観
光
関
係
」
に
つ
い
て

村
外
か
ら
の
お
客
様
は
、
村
の
魅
力

に
気
づ
い
て
い
る
。
今
あ
る
物
を
観

光
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

栄
村
観
光
あ
り
方
研
究
委
員
会
で
、

自
分
達
は
気
付
か
な
い
が
、
訪
問
者

員
の
確
保
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
校

と
の
交
流
や
自
分
達
の
地
域
を
学
ん
だ
り

住
民
と
の
交
流
等
に
よ
り
豊
か
な
心
を
持

つ
児
童
生
徒
の
育
成
を
継
続
し
ま
す
。

秋
山
の
デ
マ
ン
ド
交
通
は
津
南
駅
か

森
宮
野
原
駅
ま
で
運
行
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
見
玉
で
の
乗
り
換
え
を
な
く

し
て
ほ
し
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
他
に
バ
ス
路
線
が

確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
法
令

に
よ
り
運
行
で
き
な
い
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
大
割
野
か
ら
津
南
駅
や
森
宮

野
原
駅
、
ま
た
見
玉
か
ら
大
割
野
の
間
は

運
行
で
き
ま
せ
ん
。
朝
一
番
の
デ
マ
ン
ド

だ
け
は
、
南
越
後
観
光
の
ご
厚
意
に
よ
り

高
校
生
が
乗
車
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
特

別
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

耕
作
を
や
め
た
土
地
が
雑
木
な
ど

で
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
家
に

な
る
の
が
心
配
。

集
落
周
辺
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
緩

衝
帯
整
備
の
た
め
の
間
伐
を
行
っ
て

い
ま
す
。
田
畑
な
ど
は
土
地
所
有
者
の
管

理
に
な
る
の
で
村
で
は
対
応
で
き
な
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
個
別
の
事
案
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
産
業
建
設
課
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

　
他
に
も
沢
山
の
ご
要
望
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
機
会
を
見
つ
け
報
告

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
女
性
の
会
』を

開
催
し
ま
し
た

ＱＱＱ ＡＡＡ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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消
費
税
率
変
更
に
伴
う

各
種
使
用
料
の
変
更
に

つ
い
て

　

昨
年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

令
和
2
年
4
月
よ
り
各
種
使
用
料
が
左

記
の
と
お
り
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
使
用
料

改 正 前

口径別 基本水量
（8㎥まで）

超過料
（1㎥超ごと）

13㎜

800円
（税込）

205円
（税込）

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

改 正 後

口径別 基本水量
（8㎥まで）

超 過 料
（1㎥超ごと）

13㎜

820円
（税込）

210円
（税込）

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

◇
合
併
浄
化
槽
使
用
料

◇
農
業
集
落
排
水
使
用
料

◇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料

改 正 後
人　槽 使用料（税込）

５人槽 3,150円
６人槽 3,250円
７人槽 3,460円
８人槽 3,670円
10人槽 3,880円
11人槽以上 村長が別に定める

改 正 後
住宅区分 使用料（税込）

建 物 面 積
130㎡以下 3,940円

建 物 面 積
130㎡以上 4,250円

２世帯住宅 4,670円

事 務 所 村長が別に定める

改 正 後
区　　分 使用料（税込）

光電変換機（ONU）
１基 1,050円

改 正 前
人　槽 使用料（税込）

５人槽 3,090円
６人槽 3,190円
７人槽 3,400円
８人槽 3,600円
10人槽 3,810円
11人槽以上 村長が別に定める

改 正 前
住宅区分 使用料（税込）

建 物 面 積
130㎡以下 3,860円

建 物 面 積
130㎡以上 4,170円

２世帯住宅 4,580円

事 務 所 村長が別に定める

改 正 前
区　　分 使用料（税込）

光電変換機（ONU）
１基 1,030円
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

る
詳
細
な
脚
注
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
「
常
慶
院
由ゆ

い

緒し
ょ

書が
き

」
と
「
市

川
谷
覚
書
」
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
常

慶
院
が
建
立
さ
れ
た
時
期
と
事
由
・
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
は
栄
村

に
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
伊
勢
神
宮
の

御お
ん

師し

（
布
教
者
）
が
、
市
河
氏
や
市
川

谷
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
興
味
深

く
記
し
て
い
ま
す
。

　

系
図
・
由
緒
書
・
覚
書
は
真
偽
の
検

証
を
加
え
た
上
で
、
村
史
で
も
役
立
て

ら
れ
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─
８
７
─
３
１
１
８ 

　

山
形
県
酒
田
市
の
本
間
美
術
館
が
栄

村
と
縁
の
深
い
市
河
氏
に
関
す
る
古
文

書
「
市
河
文
書　

１
４
６
点
」（
国
重

要
文
化
財
）
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
別

に
、
山
梨
県
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い

る
「
市
河
家
文
書　

91
点
」（
山
梨
県

指
定
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
は
市
河
氏
の
子
孫
が
所
有
し
て
い
た

古
文
書
で
す
。
市
河
家
文
書
を
山
梨
県

が
購
入
し
た
理
由
は
、
武
田
信
玄
が
市

河
氏
に
宛
て
た
書
状
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

山
梨
県
博
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書

に
つ
い
て
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し

ま
す
。
市
河
氏
が
米
沢
へ
移
っ
て
か

ら
、
藩
主
の
上う

え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ

や
重
臣
の
直な

お

江え

兼か
ね

続つ
ぐ

が
市
河
氏
に
宛
て
た
書
状
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
市
河
氏
か
ら
の
贈
り

物
（
太
刀
・
馬
）
に
対
す
る
礼
状
で
す
。

市
河
氏
が
二
人
と
深
い
つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
で
す
。

　

栄
村
に
と
っ
て
は
市
河
氏
の
系
図
が

貴
重
で
す
。
系
図
に
は
人
物
を
紹
介
す

山
梨
県
立
博
物
館
の

市
河
家
文
書

市河氏の館があったとされる
志久見「内池」

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

今
年
は
雪
が
降
ら
ず
、
奇
妙
な
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
も
少
な
か
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
が
、今
年
は
さ
ら
に
少
な
い
で
す
ね
。

　

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
の
気

候
と
天
候
」（https://w

w
w

.data.jm
a.

go.jp/gm
d/cpd/longfcst/m

onthly/ 

2
0
2
0
年
1
月
20
日
閲
覧
）
に
よ
る
と
、

12
月
は
全
国
的
に
冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
か

ず
、
平
均
気
温
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
日

本
付
近
を
流
れ
る
偏
西
風
が
日
本
付
近
か
ら

日
本
の
東
海
上
で
北
へ
蛇
行
し
、
日
本
付
近

に
は
南
か
ら
の
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ

込
み
や
す
か
っ
た
こ
と
が
一
因
の
様
で
す

が
、
日
本
の
気
候
も
地
球
全
体
の
一
部
な
の

で
、
原
因
は
き
っ
と
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
。

　

雪
が
降
ら
な
い
と
、
雪
か
き
や
、
雪
堀
り

が
必
要
な
く
、
の
ん
び
り
過
ご
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
雪
が
な
く
、
温
か
い
と
私
た
ち

の
生
活
に
は
困
る
こ
と
も
多
い
気
が
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
ス
キ
ー
場
の
運
営
や
除
雪
の
仕
事

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
室
や
大

根
つ
ぐ
ら
な
ど
を
使
っ
た
野
菜
の
保
存
が
や

り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
来
年
の
春
か
ら
の
用

水
の
量
も
心
配
で
す
ね
。
最
近
は
雪
を
生
か

し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
も
開
催
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。

　

雪
国
に
暮
ら
し
続
け
て
き
た
私
た
ち
に
と

っ
て
、
雪
は
厄
介
者
で
も
あ
り
、
生
命
線
で

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
温
暖
化
も
含
め
、
地

球
の
気
候
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
穏
や
か
に
雪
が
降
り
続

け
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

 

（
文
責　

越
智
）

１月20日　栄村歴史文化館の前にて

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

３
月
14
日
㈯　

10
時
～
11
時

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
試
験
（
初
級
）

を
行
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
津
南
町　

な
じ
ょ
も
ん

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

【
検
定
料
】
無
料

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０
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11月10日㈰
秋の火災予防パレード

　消防団が村内全域を積載車で巡回しなが
ら、火災予防の呼びかけを行いました。

令和2年1月12日
武蔵村山市消防団出初式への参加

　姉妹都市である武蔵村山市の消防団出初式に
正副団長とラッパ班が参加しました。
　栄村消防団大庭ラッパ長の指揮のもと、両市
村のラッパ員が式典ラッパを吹奏しました。

10月12日〜10月15日　台風19号への対応

　台風19号はこれまでに経験したことのない大雨をもたらし、村内各地で浸水被害や土砂災
害などが発生しました。
　消防団は河川の警戒や住民の避難誘導、土嚢積み作業や排水作業など、昼夜を問わず懸命
な消防活動を行い、住民の生命を護りました。

12月28日〜30日　歳末警戒

　３日間に渡り歳末警戒夜警を行い、
住民に火災予防を呼びかけました。
　28日には森川村長と小林栄分署長、
油科団長から督励を受けました。

【千曲川での排水作業の様子】 【大巻川での水防活動の様子】

令和元年度下半期の栄村消防団の活動をご報告します。

　村内在住若しくは村内事業所等に勤務している１8歳以上の方が団
員になれます。女性も大歓迎です！

問：役場総務課　87-3112

8月25日㈰
秋山地区消防・防災フェスティバル

　飯山消防署栄分署主催で開催され、消防団
秋山部も参加して救命講習等を受けました。

団員募集!!

【村長の督励を受ける団員】

【指揮をする
大庭ラッパ長】

栄村消防団
本　部栄村消防団活動報告～令和元年度下半期～
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よ りだ健保

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.3

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
西
部

地
区
担
当
の
佐
藤
で
す
。
1
月
も
過
ぎ
た
と

い
う
の
に
な
か
な
か
雪
が
積
も
り
ま
せ
ん

ね
。
自
分
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
る
の
で
た

く
さ
ん
降
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
反
面
、
栄
村

で
の
初
め
て
の
冬
は
少
な
め
で
も
い
い
と
思

う
よ
う
な
、
複
雑
な
気
分
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
3
か
月
の
活
動
と
し
て
、
主

に
二
つ
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
小
滝
集
落
で
作
っ
て
い

る
お
米
「
コ
タ
キ
ホ
ワ
イ
ト
」
の
発
送
作
業

で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

11
月
～
12
月
に
か
け
て

は
多
く
の
注
文
を
頂

き
、
作
業
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
充
実
し
た
毎
日

で
し
た
。
米
の
生
産
自

体
は
、
自
分
も
一
部
を

任
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
、
そ
れ
ら
が
し
っ
か
り
と
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
も
と
消
費
者

へ
と
届
く
の
は
と
て
も
良
い
経
験
で
す
。
さ

ら
に
個
人
的
に
一
番
の
収
穫
は
、
自
分
の
他

に
作
業
に
来
て
い
た
村
内
の
方
々
と
知
り
合

え
た
こ
と
で
す
。
自
分
の
活
動
拠
点
は
小
滝

集
落
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
出
会
え
る
人
が

限
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
作
業

を
き
っ
か
け
と
し
た
出
会
い
を
大
切
に
し
、

ま
た
自
分
の
新
た
な
生
活
、
活
動
に
繋
げ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
村
内

外
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

の
立
ち
上
げ
準
備
で

す
。
具
体
的
に
は
、

今
ま
で
小
滝
集
落
が

企
画
し
て
き
た
「
古

道
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
田
植
え
体
験
」
と
い
っ

た
単
発
イ
ベ
ン
ト
、
も
し
く
は
個
人
間
で
行

っ
て
き
た
「
山
菜
採
り
」
な
ど
を
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
ツ
ア
ー
化
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
し
っ
か
り
と
メ
ニ
ュ
ー
を
組
む
こ
と
に

よ
り
、
田
舎
の
面
白
い
体
験
を
誰
も
が
気
軽

に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
よ
り
も
多

く
の
人
と
の
交
流
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、自
分
の
3
年
後
の
生
業
の
一
つ
と
な
り
、

定
住
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
が
栄
村
に
移
住
し
て
ま
も
な
く
1
年

が
経
ち
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
任
期
後
の
生
活

の
こ
と
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
の
記
事
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
そ
の
た

め
に
は
人
か
ら
頼
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
行
動
を
起
こ
し
仕
事
を
作
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
様
々
な
こ
と
を

挑
戦
し
て
い
く
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
へ
何
か
頼
み
ご
と
を
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

佐
藤
隊
員
活
動
通
信

低温やけどにご注意を
　「低温やけど」とは、カイロや湯たんぽなど、体温より少し高めの温度（44℃～50℃）のもの
に長時間触れ続けることによって起きる火傷です。

～低温やけどにならないために～

・湯たんぽ・あんかはふとんを温める目的に使い、寝るときにはふとんか
ら出しましょう。電気毛布も同じく、寝る前に電源を切りましょう。

・貼るカイロは必ず服の上から貼り、同じ所に長時間貼るのは避けましょう。

～低温やけどになってしまったら～

・皮膚が赤くなりひりひり痛む・水ぶくれができるなどが症状です。小範囲のやけどであれば水
ぶくれはつぶさず、清潔なまま医療機関へ、広範囲であればすぐに皮膚科のある病院を受診し
てください。
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長
野
県
内
の
最
低
賃
金

の
お
知
ら
せ

介
護
講
演
会
の
お
知
ら
せ

今
回
さ
か
え
雪
ん
子

ま
つ
り
は
３
月
７
日
㈯

に
開
催
し
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
・
検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

令
和
２
年
度　
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学
学
生
募
集

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
、
令
和
元
年
10
月
4
日
㈮
か

ら
時
間
額
8
4
8
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中

小
企
業
へ
の
助
成
金
等
支
援
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

０
５
５
５

　

長
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

６
３
１
０

　

中
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

２
１
０
５

　

介
護
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
村
で
は
介
護
と
の
付
き
合
い

方
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日　

時　

令
和
2
年
3
月
14
日
㈯

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
（
13
時
開
場
）

◇
会　

場　

栄
村
役
場

　
　
　
　
　

か
た
く
り
ホ
ー
ル

◇
参
加
費　

無
料

◇
講　

師　

小
林
敏
志
氏

　
　
　
　
　
『
宅
老
所

は
い
こ
ん
ち
ょ
』
代
表

◇
テ
ー
マ　
『
介
護
と
の
付
き
合
い
方
』

◇
そ
の
他

　

当
日
、
介
護
相
談
窓
口
、
歯
科
相
談

窓
口
に
加
え
、
介
護
関
連
の
展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─
３
３
０
１

㈯
に
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
開
催

し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
の
詳
細
は
、

2
月
下
旬
頃
の
全
戸
配
布
、
又
は
栄
村

秋
山
郷
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
随

時
更
新
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◇
開
催
日
時

　

令
和
2
年
3
月
7
日
㈯

　

12
時
～
19
時

◇
開
催
場
所

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　
（
第
28
回
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
実

　

行
委
員
会
事
務
局
）

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
３
３

　

※
月
曜
休
業

更
等
の
手
続
き
は
、
3
月
中
旬
ま
で
に

申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
運
輸
支
局

　
【
登
録
】

☎
０
５
０
─

５
５
４
０
─

２
０
４
２

　
【
検
査
】

☎
０
５
０
─
５
５
４
０
─

２
０
４
２

【
一
般
コ
ー
ス
】

◇
募
集
人
員　

　

北
信
学
部
50
人

◇
学
習
期
間

　

2
年　

68
時
間
／
年
（
年
間
17
日
×

4
時
間
／
日
）

◇
学
習
内
容

　

教
養
講
座
、
実
技
・
選
択
講
座
、
社

会
活
動
講
座

◇
授
業
料

　

年
額
12
，
0
0
0
円

　

※
こ
の
ほ
か
に
、
教
材
費
や
自
治
会

費
等
の
費
用
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

３
７
２
５

　

令
和
で
最
初
の
開
催
と
な
る
第
28
回

さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
は
、
3
月
7
日

　

毎
年
、
3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
き
は
、

1
ヶ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
2
月
中
に
、
廃
車
・
名
義
変
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12月火災・救助・救急出動件数

最高気温 16.3℃ 12月２日㈪

最低気温 －2.7℃ 12月25日㈬

平均気温 3.2℃ 総 雨 量 180.5㎜

栄村の気象（12月）

世帯数 806世帯 前月比－4
人　口 1,798人 －1
男 867人 0
女 931人 －1

出生 1
死亡 5
転入 4
転出 1

世帯と人口（１月１日現在） 12月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 85 飯山日赤� 8

津南病院� 3
そ の 他� 1
不 搬 送� 1
合　　計� 13
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 31

野沢温泉村 0 0 18

栄 村 0 0 13

管 轄 外 等 0 0 5

消火の確認　何回やっても　ファインプレー

２月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料　　　○雪害救助負担金

◆◆ 編集後記 ◆◆
　日が経つのは早いもので、年が明けてからあ
っという間に１ヶ月が経ちました。
　例年ですと外は一面雪景色のはずが、今季は
家の周りも土が顔を出し、なぜか寂しい気持ち
にもなります。
　また、雪不足により頭を抱えているスキー場
も多くあるのではないでしょうか。わたしもス
ノーボードを嗜む身として、スキー場にもっと
雪が降ってほしいです。

生活カレンダー２月
７
日
㈮　

飯
水
ス
キ
ー
大
会【
飯
山
市
長
峰　

午
前
中
】

１5
日
㈯　

発
表
会
【
保
育
園　

午
前
９
時
か
ら
】

２２
日
㈯　

野
田
沢
庭
先
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り

【
野
田
沢
地
区　

夕
方
〜
午
後
８
時
頃
】

２5
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
か
ら
】

３
月

１
日
㈰　

自
然
学
校
【
こ
ら
っ
せ　

午
前
９
時
か
ら
】

３
日
㈫　

サ
ケ
の
放
流
会
【
飯
山
市
上
境　

午
前
中
】

１２
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
ひ
な
た
ぼ
っ
こ　

午
前
９
時
〜
１２
時
】

１7
日
㈪　

遊
び
の
教
室
【
保
育
園　

午
前
１0
時
か
ら
】

２0
日
㈭　

エ
ゴ
マ
健
康
教
室【役

場　

午
前
９
時
半
か
ら
】

２5
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
健
診
室　

午
前
１0
時
か
ら
】

２8
日
㈮　

乳
児
健
診【
集
団
健
診
室　

午
前
１0
時
か
ら
】

２９
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室【
村
内　

午
前
９
時
か
ら
】

３
月

５
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

【
役
場　

午
後
２
時
か
ら
】

８
日
㈯　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト【午

後
１
時
半
か
ら
】

１６
日
㈰　

ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

【
午
前
１0
時
半
か
ら
】

３
月

７
日
㈯　

第
２8
回
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り【１２

時
〜
１９
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
イ
ベ
ン
ト
情
報

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　３月２日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　2月25日㈫
　八十二銀行・県信　2月25日㈫

佑
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栄村議会視察研修報告

栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第193号

内容：○自治功労表彰　○栄村議会視察研修報告　○令和元年　第4回定例会・主な可決案件　
　　　○令和元年度予算推移　○陳情審査結果　○一般質問８名

自治功労表彰
　町村議会議員として18年以上（令和元年10月現在）在職し、
地域の振興発展と住民福祉の向上に貢献されたとして、福原和
人議会議長が自治功労特別表彰を受賞され、12月定例会開催前
に月岡利郎副議長より伝達されました。おめでとうございます！
　また昨年お亡くなりになりました故阿部伸治さんも町村議会
議員として10年以上在職されたとして、自治功労表彰を受賞さ
れました。

産業社会常任委員長　松 尾 　 眞

福島県猪苗代町見祢（みね）
集落・猪苗代町役場・昭和村

　栄村議会は11月28、29日の両日、本年度の議会視察研修として福島県猪苗代町見
み

祢
ね

集落
及び猪苗代町役場と同県昭和村を訪れた。

１．視察先選定の理由
　⑴　猪苗代町見祢集落
　　　栄村のほぼ全集落で取り組んでいる中山間地域等直接支払制度が新年度（令和２年度）から第５期

を迎え、「集落戦略」の策定が求められるようになるが、第４期の事例集を検索する中で猪苗代町の
見祢集落協定に出会った。

　　　「法人が農地を集積しブランド米を生産・輸出、農家レストラン運営による所得向上の取組や公益
活動によるまちづくりなど、地域の担い手が牽

けん

引
いん

」と紹介されており、また「ブランド米『いなわし
ろ天のつぶ』をドバイ等の中東や香港に輸出」との記載もあった。

　　　中山間直接支払制度第５期、農業法人の立ち上げ、集落力の強化の参考にしたいと考え、同地を視
察先に決めた。

　⑵　昭和村
　　　昭和村は江戸時代から「からむし織」の原料となる苧

ちょ

麻
ま

の産地として知られているが、1996（平成６）
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年から「からむし織体験生『織姫・彦星』事業」（通称「織姫事業」）を実施している。そして、織姫
体験生として昭和村にやって来た女性たちが定住するようになっていることがメディアでも紹介され
ている。福島県まで遠路を行くのだから、是非、昭和村も訪れたいということで２日目の帰路に立ち
寄ることにした。

　　　ここでは紙面の関係もあり、見祢集落の取組について報告する。

２．世帯数40の集落で小学生が15人
　−中山間第５期のモデルがそこにあった！
　見祢集落は猪苗代町の中心部から北へ約１㎞、磐梯山の麓の標高約550mにあり、夏は涼しく、冬は１
m以上の積雪がある中山間高冷地。
　集落は40世帯。農家戸数は30戸で、うち販売農家は８戸。副業的農家や非農家が大部分を占める。耕地
面積は64haで、うち57haが水田。集落南側には良質な黒ボク土壌が広がり、「六百苅」という地名がある
ことに示されるように良質な米を生産している。
　集落の規模（世帯数、農家数等）からみれば、栄村の中規模ないし大規模の集落とほぼ同規模の集落だ
と考えてよい。
　驚きは、その40世帯の集落の人口が156名で、高齢化率がわずか約25％であること、そして小学生が15
名もいることである。
　同集落の取組を説明して下さった小板橋敏弘さん（同集落の中心メンバーであり、かつ、猪苗代町役場
の農業振興係長）は、
　「子どもの頃から大人と話し合っている。都会への憧れは小さい。集落は低コストで暮らしやすい」
と明確に言い切っておられた。
　まさに「10年先の展望が見える集落」である。見祢集落がなぜ、そんなに力強いのか。その秘密が視察
研修から見えてきた。
　まず驚いたのが見祢集落の公民館での説明で配られた資料（下写真）の分厚さ。「集落の概要と今まで
の取り組みや効果」と題する冊子はA４判で16頁。さらに、「平成（新元号）31（元）年度集落ビジョン」
という冊子はA3判で18頁。町村役場の発行であるなら、これくらいの分量の資料があってもおかしくな
いが、１集落でこれだけの資料が準備されていることは本当に驚きであった。私たち議員、さらに栄村村
民にとって教科書となるようなものである。

 
　⑴　見祢集落の組織図
　　　その「集落ビジョン」の冒頭に掲げられている組織図を示すのが、見祢集落の取組を紹介・理解す

るのに最も適していると考え、紹介する。
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　　　40世帯156人の集落に５つの基本組織が存在している。
　　　図にある説明をご覧いただければ分かるように、基軸になっているのが農事組合法人結

ゆい

乃
の

村
むら

農
のう

楽
がく

団
だん

、なかでも農地の管理、耕作、農産物加工、販売、農家レストランの経営等を行う農楽団。この「農
楽団」のルーツは2010（平成22）年に設立された「営農組合結乃村農楽団」。その年に重要な担い手（２ha

　　耕作）が離農し、個
・

別
・

大
・

規
・

模
・

農
・

家
・

頼
・

り
・

で
・

は
・

集
・

落
・

の
・

営
・

農
・

継
・

続
・

が
・

困
・

難
・

だ
・

と
・

判
・

断
・

したことがきっかけだった。

　⑵　転機は中山間第３期スタートの時
　　　−役員を若い世代に一新
　　　見祢集落がこのような取組を発展させるには大きな転機があったという。2010（平成22）年の中山

間直接支払制度の第3期がスタートする時だった。
　　　中山間直接支払制度と見祢営農改善組合の役員を若い世代に一新したのだ。48歳以下で構成される

見祢青年会の５名で、一番若い人は当時39歳。専業農家２名、県職勤務１名、農協子会社勤務１名、
町役場勤務１名。当時39歳で町役場勤務というのが今回、私たちに説明をして下さった小板橋さん。
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　　　大変な責任を背負う決意をした５名の若者が凄いと同時に、若い世代にリーダー役を委ねた壮年
層・高齢層の決断力にも驚く。

　　　小板橋さんに「運営がうまくいっている秘訣は？」と尋ねると、「頻繁に飲み会をやっていること」
との回答。会場は公民館だそうだが、堅苦しい会議だけでなく、フリーにワイワイガヤガヤとやるこ
とが大事だということだろう。

　⑶　「モノを売ることから考え始めた」というユニークさ
　　　小板橋さんは「第3期スタート時が転機」と言うと同時に、「私たちは生産ではなく、モノを売る

ことから始めたんですよ」と話した。「モノを売ることから始める」とは？
　　　まず、各家から都市部に就労した者の住所等を調査。その都市部就労の元集落住民にサンプル米を

発送。元住民の近所や職場で配布してもらい、PRや販売促進活動を展開。
　　　言われてみたら、「あっ、そういうことか」と思うことだが、栄村の場合を考えると、「親戚に無料

で新米を贈る」のが主流で、販売促進活動にはなっていない。長年、農村は米作りに懸命に取り組ん
できたが、販売は農協などに委託するのが基本。農村・生産者自身が販売に取り組むというところに
こそ新しい時代を切り拓く鍵があるのだとわかる。見祢集落では、都市部の団地等での直売活動など
にも取り組み、栄村が交流提携している横浜市栄区でも団地への米直売、農村都市交流を実施してい
るという。

　⑷　集落の一人ひとりが役割をもっている
　　　このように書いてくると、「中心を担っている５人が凄いのだ」と受け取られる可能性があるが、

見祢集落の凄さはそこだけにあるのではない。
　　　先に示した組織図の「一の矢」認可地縁団体見祢区（栄村の各集落にもある区組織と同じ）の下に、

たとえば「見祢大石会」というものがある。これは老人会なのだが、集落の神事の一部や「花いっぱ
い運動」を実施するとともに、農事組合法人結乃村農楽団が生産するアスパラガスのパート雇用力と
しても活躍している。一人当たり月3万円程度のお小遣いになるそうだ。

　　　また、「見祢女子会」は集落の女性全員が参加し、「J１（60歳以上）」、「J２（子供が手を離れた
メンバー）」、「J3（見祢PTAの母親）」の3組織から成る。見祢女子会は後述の「農家レストラン結」
のパートとして活躍。また、見祢PTAは子ども向け各種行事を主催し、集落の伝統行事「団子もっ
てこい（地蔵祭）」の主管、「田んぼ生き物観察会」の開催などによって、子どもたちが見祢集落の自
然や農地等を身近に感じるように活動している。

　　　このように集落の住民一人ひとりが大事な役割を担っているのである。

　⑸　年間売上1,100万円に成長した集落の農家レストラン結
　　　見祢集落の取組の１つの軸になっているのが「農

家レストラン結」の運営である。私たちはここで昼
食をいただいた（写真参照）。猪苗代町はソバの名
産地で、見祢集落で収穫されたソバで作られる手打
ち蕎麦がメイン。

　　　2014（平成26）年スタートで、初年は週末のみの
営業で売上100万円だったが、翌年度から通年営業
とし、2017（平成29）年度には売上1,100万円になっ
ている。前項でふれたとおり女性が活躍する場とな
っている。また、日々の現金収入があることで、農
事組合法人の資金運用に余裕が生じているそうだ。
現在は集落住民２人が常時雇用で、うち１名の店長が閉店後の夕刻と開店前の朝に蕎麦を打っている。

　　　集落レベルでこのような農家レストランの経営が軌道にのっていることは驚きである。

　私たちが学べたことのほんの一部しか紹介できず残念ですが、関心を持たれた方には、私たちが見祢集
落でいただいた資料をお見せすることを含め、より詳しい情報をお知らせしますので、是非、議会事務局
へご連絡ください。
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案　件　名 内　　容

◆専決処分について【令和元年度栄村一
般会計補正予算（第６号）】

・令和元年８月豪雨による農地及び農業施設の災害復旧費など
・補正額：17,285千円

◆専決処分について【令和元年度栄村一
般会計補正予算（第７号）】

・台風19号による災害への対応経費
・補正額：531,260千円

◆専決処分について【令和元年度栄村生活
排水処理特別会計補正予算（第１号）】

・浄化槽設置工事（35人槽１基、14人槽１基）
・補正額：8,500千円

◆専決処分について【令和元年度栄村ケー
ブルテレビ特別会計補正予算（第１号）】

・台風19号による災害の復旧工事費
・補正額：649千円

◆令和元年度栄村一般会計補正予算
　（第８号）

・総合戦略等策定委託料、ケーブルテレビ特別会計操出金、ふるさと納税
に係る農業振興基金積立金の減額、民生児童委員活動交付金、簡易水道
特別会計操出金、起業支援事業補助金、ふるさと納税に係る農業振興事
業経費の減額、国土調査費の減額、野生鳥獣対策費、栄村商工観光事業
者経営資金貸付事業に係る基金積立金、小中学校の管理備品購入費、農
地農業用施設災害復旧工事費、林道施設災害復旧工事費、村債償還金など
・補正額：549,298千円

◆令和元年度栄村国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第１号）

・国保保険者システム改修委託料、国保連合会への負担金、本年度県への
納付金が確定したことに伴う追加、減額措置
・補正額：677千円

◆令和元年度栄村簡易水道特別会計補正
予算（第３号）

・長瀬切欠水源池計装盤及び同長瀬切欠水源池の水位計の修繕料
・補正額：1,200千円

◆令和元年度栄村ケーブルテレビ特別会
計補正予算（第２号）

・国道405号の拡幅工事に伴う電柱移設工事の増高及び保守工事等の見込
額が増額したことによる工事請負費の不足が生じたため
・補正額：3,450千円

◆令和元年台風19号災害による被災者に
対する村民税等の減免に関する条例の
制定について

・令和元年10月の台風19号による災害の被災者に対して課する平成31年分
の村民税、固定資産税及び国民健康保険税の軽減または免除を行うため
の規定を新たに設けるもの

◆栄村会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の制定について

・令和２年４月に施行される地方公務員法の一部改正に伴い、村が雇用する
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する規定を新たに設けるもの

◆栄村ケーブルテレビ放送施設の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

・令和元年10月１日に消費税が改定されたことにより、加入者が負担する
施設使用料の額を、消費税率引き上げ相当分として、月額1,030円から
1,050円に改めることとし、令和２年４月１日から施行する改正を行う
もの

◆栄村農業集落排水施設の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

・消費税の改定に当たり、所要の改正を行う必要が生じたため

◆栄村簡易水道事業給水条例の一部を改
正する条例の制定について ・消費税の改定に当たり、所要の改正を行う必要が生じたため

◆栄村個別合併浄化槽の整備に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ・消費税の改定に当たり、所要の改正を行う必要が生じたため

◆栄村商工観光業者経営資金貸付基金の
設置、管理及び処分に関する条例の制
定について

・村内で商工観光業を個人で経営する者が、災害及び風評被害により経営
状況が悪化または、悪化が見込まれるときに、事業経費等に要する費用
を短期間貸し付ける制度の実施のため、基金条例の設置をするもの

◆令和元年度　社会資本整備総合交付金
（道路）事業　村道箕作泉平線改良⑵
工事　請負契約の締結についての議決
の一部変更について

・令和元年６月20日に議会の議決を経た村道箕作泉平線改良⑵工事につい
て、契約金額を減額する変更契約を締結するため
・契約金額：52,580千円→52,382千円　▲198千円

令和元年12月定例会　主な可決案件
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陳情件名 陳 情 内 容 陳 情 者 審査結果

妊婦を対象と
した歯科健康
診査の実施を
求める陳情書

　妊婦が歯科健康診査を受け、適切な歯科受診や口
腔ケアを行うことは、妊娠期の口腔内環境を整え、
歯周病による出産時のリスクを予防するだけではな
く、生まれてくる子どものむし歯や歯周病予防にも
繋がります。
　妊婦及び生まれてくる赤ちゃんのために下記につ
いて陳情します。
１．栄村として妊婦を対象とした歯科健康診査の実

施を検討してください。

長野県保険医協会
会長　宮沢裕夫

採択

免税軽油制度
の継続を求め
る陳情書

　これまで冬季観光産業の重要な柱であるスキー場
産業の発展に貢献してきた軽油引取税の課税免除の
特例措置（以下「免税軽油制度」という。）が、令
和３年３月末で廃止される状況にあります。
　スキー場産業では、索道事業者が使うゲレンデ整
備車及び降雪機に使う軽油が免税となっており、こ
の制度がなくなれば索道事業者は大きな負担増を強
いられ、スキー場の経営維持が困難となるとともに、
地域経済にも計り知れない影響を与えることとなり
ます。
　以上の趣旨から、次の事項についての意見書を政
府関係者に提出していただくことを陳情いたします。
陳情事項
　免税軽油制度を継続していただくこと。

長野県索道事業者協議会
岳北支部
支部長　平間洋治

採択

※意見書案とし
て全員賛成で
可決

陳情　審査結果

◆令和元年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

区　　分 当初予算 6月補正 9月補正 12月補正 12月末現在
予算額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 3,219,000 95,533 63,129 1,097,843 4,475,505 1,256,505 139.03

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 244,991 677 245,668 677 100.28 21.5%

国 民 健 康 保 険
（施設勘定） 113,720 ▲6,948 851 107,623 ▲6,097 94.64 9.4%

秋 山 診 療 所 4,446 4,446 0 100.00 0.4%

後 期 高 齢 者 医 療 28,399 28,399 0 100.00 2.5%

介 護 保 険 404,744 410 6,884 412,038 7,294 101.80 36.0%

簡 易 水 道 77,914 2,000 1,790 1,200 82,904 4,990 106.40 7.3%

生 活 排 水 処 理 60,718 8,500 69,218 8,500 114.00 6.1%

農 業 集 落 排 水 17,157 17,157 0 100.00 1.5%

ス キ ー 場 97,050 267 10,883 108,200 11,150 111.49 9.5%

ケ ー ブ ル テ レ ビ 63,213 4,099 67,312 4,099 106.48 5.9%

特別会計合計 1,112,352 1,142,965 30,613 102.75

※▲は減額
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る
。
千
曲
川
の
水
位
や
箕
作
、
月
岡
地
区
に

降
る
降
水
範
囲
の
雨
量
等
の
状
況
に
よ
り

色
々
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
内
水
に

関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
か
な
り

難
し
い
と
言
え
る
。
今
後
県
等
と
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。

質
問
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

道
の
駅
は
全
国
で
１
，
０
０
０
余

設
置
さ
れ
て
い
る
。
道
路
利
用
者
に
快
適
な

休
憩
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
、
情
報
発
信
、

地
元
物
産
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
方

移
住
等
促
進
、
活
力
あ
る
地
域
連
携
機
能
等

賑
わ
い
の
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

秋
山
郷
は
新
潟
か
ら
長
野
に
、
長
野
か
ら

新
潟
に
抜
け
る
ル
ー
ト
の
中
で
、
秋
山
郷
の

特
産
品
を
如
何
に
売
る
か
を
前
提
に
研
究

し
、
秋
山
郷
に
道
の
駅
構
想
を
提
案
す
る
。

村
長
誘
客
及
び
地
域
振
興
の
活
性
化
も

含
め
て
重
要
な
提
案
だ
と
考
え

る
。
雄
川
閣
を
指
定
管
理
に
出
す
前
に
、
南

の
入
り
口
と
し
て
の
道
の
駅
を
考
え
た
こ
と

も
あ
る
。
栄
村
の
道
の
駅
を
２
拠
点
は
か
な

り
厳
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
で
き
な
い
と
い
う

答
え
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。
提
案
に
つ
い

て
は
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
所
管
で

あ
る
が
、
１
町
村
１
か

所
の
決
ま
り
は
な
い
の
で
皆
様
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
検
討
す
る
。

質
問
「
小
規
模
河
川
で
は
、
雨
水
等
の

浸
水
が
非
常
に
短
い
時
間
で
排
水

処
理
が
で
き
な
く
な
る
内
水
氾
濫
と
い
う
も

の
を
洪
水
と
分
け
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と

国
の
考
え
が
あ
る
が
、
今
回
の
台
風
19
号
か

ら
、
箕
作
、
月
岡
地
区
の
今
後
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
対
応
し
て
い
く
の
か
。

村
長
堤
防
を
越
え
た
越
水
か
ら
箕
作
地

区
で
４
軒
の
住
宅
が
床
上
、
床
下

浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
。ま
た
Ｊ
Ａ
栄
出
張
所
、

栄
商
店
、
百
合
居
温
泉
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
重
機
格

納
庫
も
浸
水
。
内
水
の
流
入
に
つ
い
て
地
元

住
民
に
よ
り
地
域
に
流
れ
込
ま
な
い
対
応
を

や
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
堤
防
整
備
に
向
け
て

内
水
対
策
も
同
時
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。村

で
は
千
曲
川
の
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

村　長

提
案
に
つ
い
て
は
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

秋
山
郷
に
道
の
駅
構
想

を
提
案
す
る
。

相
澤
博
文
議
員

台
風
19
号
関
連
に
つ
い
て

秋
山
郷
に
道
の
駅
構
想
は
？

の
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
広
く
村
内

外
に
発
信
し
、
生
涯
学
習
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
講
座
、
小
中
学
校
に
お
け
る
総
合
学
習

な
ど
考
え
た
い
。

質
問
村
史
編
纂
事
業
は
村
の
歴
史
の
教

本
と
考
え
る
。
ひ
ん
ご
遺
跡
に
つ

い
て
も
将
来
の
た
め
に
し
っ
か
り
村
史
編
纂

事
業
に
組
み
入
れ
て
も
ら
う
中
で
、
今
後
ひ

ん
ご
遺
跡
に
対
す
る
対
策
は
。

遺
跡
よ
り
出
土
品
の
整
理
を
行

い
、
現
在
は
庁
舎
１
階
ホ
ワ
イ

エ
に
整
っ
た
出
土
品
を
展
示
し
、
他
は
中
学

校
の
下
に
あ
る
建
物
に
保
管
し
随
時
「
こ
ら

っ
せ
」
で
展
示
を
し
た
り
、
文
化
週
間
等
で

ガ
イ
ド
を
付
け
説
明
を
行
う
等
工
夫
し
、
村

内
外
に
紹
介
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
敷

石
住
居
に
つ
い
て
は
、
何
か
の
形
で
活
用
す

る
こ
と
を
研
究
中
で
あ
る
。

質
問
栄
村
の
遺
跡
財
産
を
守
り
続
け
る

た
め
に
も
予
算
付
け
を
し
た
中
で

の
遺
跡
構
築
に
関
係
す
る
委
員
会
の
立
ち
上

げ
の
必
要
性
は
。

村
長
窓
口
は
教
育
委
員
会
の
方
で
取
り

扱
っ
て
ほ
し
い
が
、
今
後
の
保
存

と
か
活
用
方
法
は
村
の
財
産
と
共
に
日
本
中

の
皆
さ
ん
の
財
産
と
し
広
く
広
め
た
い
考
え

も
あ
る
。
今
後
組
織
立
て
に
す
る
の
か
行
政

職
員
で
や
る
の
か
、
あ
る
い
は
発
掘
に
協
力

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
代
表
者
の
方

に
出
て
い
た
だ
く
組
織
を
作
る
の
か
色
々
な

角
度
か
ら
教
育
委
員
会
の
方
で
研
究
し
て
い

た
だ
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

質
問
栄
村
平
滝
地
区
か
ら
遺
跡
が
発

見
・
発
掘
さ
れ
、
出
土
品
が
役
場

庁
舎
内
に
展
示
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
栄
村
の

誇
り
高
き
出
土
品
、
敷
石
住
居
等
４
千
年
、

５
千
年
前
の
栄
村
の
歴
史
の
事
実
が
今
後
何

処
に
行
く
の
か
。
ま
た
保
存
活
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

村
長
栄
村
で
最
古
と
言
わ
れ
る
小
坂
遺

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
は
、

博
物
館
か
ら
60
年
ぶ
り
に
栄
村
に
一
時
的
に

里
帰
り
し
、大
勢
の
皆
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
も
村
民
の
財

産
、財
宝
と
し
て
展
示
を
含
め
周
知
を
図
る
。

村
史
編
纂
室
に
お
い
て
も
、
歴
史
、
自
然
の

学
習
講
座
の
事
業
関
係
も
開
催
し
て
い
る
。

今
後
、栄
村
の
歴
史
財
産
の
伝
承
を
考
え
る
。

現
在
ひ
ん
ご
遺
跡
の
他
、
約

２
万
５
千
年
前
の
小
坂
遺
跡
、

約
１
万
５
千
年
前
の
横
倉
遺
跡
な
ど
35
か
所

村　長

ま
ず
は
周
知
を
し
た
い
。

出
土
品
は何

処
に
行
く
。

島
田
伯
昭
議
員

ひ
ん
ご
遺
跡
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

総
務
課
長

商
工
観
光
課
長
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質
問
避
難
情
報
の
扱
い
方
、
職
員
対
応

に
つ
い
て
。

村
長
災
害
の
自
主
避
難
に
当
た
り
、
村

民
へ
の
配
慮
の
無
い
対
応
を
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

質
問
栄
村
総
合
振
興
計
画
で
人
口
減
少

に
対
す
る
空
き
家
対
策
や
県
道
秋

山
郷
森
宮
野
原
停
車
場
線
の
観
光
、
生
活
道

路
と
し
て
年
間
通
行
可
能
な
道
路
改
良
は
。

空
き
家
の
状
況
は
平
成

29
年
に
調
査
を
行
い

１
３
０
軒
と
な
っ
て
お
り
、
お
祭
り
や
お
盆

と
か
定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
の
は
38
軒
で

残
り
92
軒
が
空
き
家
。
今
年
の
追
加
調
査
で

40
軒
ほ
ど
追
加
の
家
が
確
認
さ
れ
た
。

村
長
県
道
秋
山
郷
森
宮
野
原
停
車
場
線

の
鳥
甲
線
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ネ

ル
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
等
要
望
を
今
も
や
っ

て
い
る
が
、
や
は
り
国
道
４
０
５
号
線
を
拡

幅
し
一
刻
も
早
く
整
備
さ
れ
る
よ
う
向
か
っ

て
い
る
。

　

私
は
総
合
振
興
計
画
の
中
で
沢
山
の
種
、

仕
事
を
投
げ
て
い
る
。
全
て
に
花
を
咲
か
せ

た
い
が
、
こ
れ
を
進
め
る
に
は
皆
さ
ん
か
ら

協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で

き
る
限
り
蒔
い
た
種
に
花
を
咲
か
せ
た
い
。

て
努
力
し
て
い
く
。

現
在
県
営
中
山
間
地

の
総
合
整
備
事
業

で
、
圃
場
整
備
、
水
路
改
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
極
野
集
落
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
次
回
の
事
業
採
択
に
向
け
て
要
望

は
続
け
て
行
き
た
い
。

防
災
の
観
点
か
ら
も
水
路
を
守
る

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
一
刻
も
早

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

質
問
迅
速
な
対
応
で
測
量
も
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
民
間
に
運
営
を
移
譲

さ
れ
、
栄
村
の
観
光
を
振
興
す
る
上
で
も
早

期
着
工
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
の
工
程
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長
観
光
振
興
に
お
い
て
、
是
非
整
備

し
た
い
。今
後
地
権
者
と
の
協
議
、

補
助
金
、
予
算
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

調
査
・
測
量
・
設
計
に

つ
い
て
は
令
和
元
年
度

末
で
終
了
。
令
和
２
年
度
に
国
の
事
業
採
択

へ
持
ち
込
み
、
順
調
に
行
け
ば
令
和
３
年
度

に
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。

質
問
最
後
に
、
長
瀬
～
笹
原
間
の
土
砂

崩
落
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
行
く
予
定
か
。

本
格
的
な
復
旧
は
消
雪
後
か
ら
。

抜
本
的
な
改
良
に
つ
い

て
、
県
で
は
コ
ン
サ
ル

会
社
へ
調
査
依
頼
を
し
て
い
る

台
風
19
号
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

質
問
今
回
の
豪
雨
災
害
で
公
共
施
設
で

あ
る
横
倉
農
村
広
場
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
の
復
旧
の
見
通
し
は
。

村
長
農
村
広
場
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

は
全
く
別
世
界
の
景
観
に
変
わ
っ

て
い
る
。
ト
イ
レ
整
備
や
護
岸
対
策
も
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
掛
か
り
な
時

間
が
か
か
る
も
の
と
思
う
。

今
回
被
災
し
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
は
平
成
５
年
６
月
に
完
成

以
来
多
く
の
村
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
大
切

な
社
会
体
育
施
設
で
あ
る
。
復
旧
の
た
め
の

事
業
費
は
８
千
万
円
を
超
え
る
試
算
が
出
て

い
る
。
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
整
備
さ
れ
て
か
ら
30
年
余
り
が
過

ぎ
、
水
路
肩
の
崩
落
や
漏
水
な
ど

老
朽
化
が
目
立
ち
、
こ
の
水
路
を
守
っ
て
き

た
住
民
も
高
齢
と
な
り
、
維
持
管
理
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
維
持
管
理
に
も
大
き
な
不
安
も
あ

り
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
し
て
地
下
に
埋
設
す

れ
ば
維
持
管
理
が
軽
減
す
る
と
思
う
が
。

村
長
今
年
か
ら
各
集
落
等
の
道
水
路
維

持
共
同
作
業
等
に
外
部
作
業
者
に

対
し
村
が
賃
金
の
補
助
を
す
る
集
落
支
援
事

業
制
度
に
、
条
件
は
あ
る
が
新
規
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
す
れ
ば
Ｕ
字
溝
等
に
比

べ
地
震
に
も
強
く
管
理
が
楽
に
な
る
が
経
費

が
か
か
る
。
で
き
る
限
り
村
内
の
水
路
は
Ｕ

字
溝
で
は
な
く
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
県
や
国
に
お
い

て
良
い
事
業
を
見
つ
け
、
事
業
採
択
に
向
け

老
朽
化
し
た
極
野
水
路
の
改

良
に
つ
い
て

北
野
天
満
温
泉
へ
の
取
り
付

け
道
路
改
修
工
事
に
つ
い
て

村　長

村
内
の
水
路
は
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
化
を
進
め
た
い
。

極
野
水
路
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
。

桑
原
武
幸
議
員

教育長

復
旧
の
試
算
は
８
千
万
円

超
。
関
係
機
関
と
協
議
、

対
応
を
検
討
中
。

横
倉
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
の
復
旧
の
見
通
し
は
。

月
岡
利
郎
議
員

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧

の
見
通
し
に
つ
い
て

栄
村
総
合
振
興
計
画
の
基
本

計
画
に
つ
い
て

避
難
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
参
事

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

桑
原

村
長

教
育
長

特
命
企
画
課
長

月
岡
議
員
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質
問
県
道
や
村
道
、
特
に
村
道
に
被
さ

っ
た
樹
木
の
枝
が
積
雪
の
重
み
で

破
損
落
下
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
過
去
の
議

会
で
質
問
さ
れ
た
方
が
目
の
前
に
枝
が
落
下

し
た
経
過
が
あ
り
、
私
も
見
回
り
を
し
て
危

険
箇
所
の
確
認
を
し
て
い
る
。
管
理
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長
た
ぶ
ん
国
道
に
お
い
て
は
、
用
地

買
収
の
幅
が
広
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
張
り
出
し
た
木
等
は
道
路

上
に
か
か
る
と
い
う
の
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
村
道
、
農
道
、
林
道
、
県
道
に
お
い
て

は
、
と
こ
ろ
に
よ
り
枝
が
完
全
に
路
面
の
上

ま
で
張
り
出
し
て
き
て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
通
り
、事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

本
来
で
す
と
関
係
す
る
地
主
、
所
有
者
の
責

任
が
問
わ
れ
る
。
今
も
（
令
和
元
年
12
月
５

日
現
在
）
２
地
区
か
ら
「
何
と
か
し
て
ほ
し

い
」
と
個
人
的
な
要
望
を
受
け
て
い
る
。
通

常
、
個
人
の
財
産
は
個
人
で
処
理
を
し
て
い

た
だ
く
の
が
常
だ
と
思
う
。
12
月
11
日
に
区

長
会
で
村
内
全
域
、
同
じ
取
り
扱
い
を
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
地
区
内
で
そ
う
い

う
道
路
に
か
か
っ
た
枝
、
木
等
に
つ
い
て
最

初
は
区
の
中
で
協
議
い
た
だ
き
、
区
で
も
対

応
で
き
な
い
、
個
人
に
お
い
て
も
高
齢
で
手

が
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
全
区
か

ら
出
て
き
た
要
望
を
全
て
纏
め
て
、
そ
の
中

か
ら
村
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。

質
問
各
地
で
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
特

に
東
部
側
の
天
代
川
の
氾
濫
に
よ

る
道
路
、
水
路
の
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
生

産
者
は
「
来
春
に
間
に
合
う
の
か
」
不
安
の

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
復
旧
を
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。村

長
春
の
大
水
が
出
る
時
期
で
は
仮
設

工
事
は
無
理
。
今
の
う
ち
に
仮
設

工
事
を
開
始
さ
せ
て
い
る
。今
回
の
災
害
で
、

国
、
県
、
村
の
事
業
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

農
家
負
担
、
地
区
の
負
担
に
つ
い
て
は
全

部
統
一
で
、
施
設
、
水
路
、
道
路
関
係
に
つ

い
て
負
担
金
は
無
い
。
農
地
に
つ
い
て
は
必

要
経
費
の
１
％
ほ
ど
の
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。 村　長

大
水
が
出
て
か
ら
で
は
仮

設
工
事
は
無
理
、
今
の
う

ち
に
開
始
す
る
。

台
風
19
号
被
害
の

対
策
に
つ
い
て
。

齋
藤
康
夫
議
員

台
風
19
号
被
害
の
対
応
に
つ

い
て

大
き
く
変
わ
る
点
と

し
て
は
、
体
制
整
備

単
価
要
件
が
「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
要
件
選
択
」

か
ら
「
集
落
戦
略
の
作
成
」
と
い
う
１
本
に

変
わ
り
、
６
～
10
年
後
の
集
落
将
来
像
を
描

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
作
成

は
７
～
８
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
①
９
月
議
会
以
降
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
②
人
件
費
の
増
高
に
つ
い

て
③
公
平
か
つ
不
平
等
に
な
ら
な
い
よ
う
に

考
慮
し
対
策
を
考
え
て
い
る
か
と
思
う
が
、

ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

村
長
村
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
前
歴
換
算
を
全
職
員
、
栄

村
役
場
に
勤
め
た
年
数
に
応
じ
て
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
辞

令
か
ら
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
職
種

や
人
員
及
び
雇
用
体
系
等
の
準
備
を
現
在
進

め
て
い
る
。

①
今
定
例
会
に
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
案
を
上
程
、
関
係
す
る
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
は
内
容
を
精
査
の
上
、

令
和
２
年
１
月
以
降
の
議
会
に
上
程
。
②
変

動
は
か
な
り
大
き
く
な
る
と
考
え
る
③
行
政

職
給
料
表
を
基
準
と
し
、
同
種
の
職
種
に
応

じ
て
勤
務
の
量
や
経
験
に
応
じ
た
給
与
、
報

酬
額
を
算
定
し
支
給
す
る
予
定
。
費
用
弁
償

に
つ
い
て
も
正
規
職
員
に
準
じ
て
給
付
し
て

い
く
予
定
。

質
問
10
月
12
日
～
13
日
に
か
け
て
台
風

19
号
の
被
害
を
受
け
た
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

村
長
今
回
の
豪
雨
、
台
風
災
害
に
お
い

て
は
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
復
旧
に
向
け
て
行
動
し
て
い
る
。

　

国
庫
補
助
、
県
単
、
村
単
事
業
に
つ
い
て
、

一
律
村
が
災
害
復
旧
に
係
わ
る
経
費
の
残
額

を
全
額
払
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
農

地
に
つ
い
て
は
８
年
前
の
震
災
時
と
同
様
の

１
％
ほ
ど
の
負
担
を
い
た
だ
き
た
い
。
農
地
、

農
業
施
設
の
復
旧
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

質
問
20
年
前
に
始
ま
っ
た
「
中
山
間
地

等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」
は
、

令
和
２
年
か
ら
第
５
期
の
事
業
が
始
ま
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

村　長

国
庫
補
助
、県
単
、村
単
事

業
に
つ
い
て
、
農
地
を
除

い
て
負
担
な
し
で
実
施
。

台
風
19
号
被
害
対
策

に
つ
い
て
。

上
倉
敏
夫
議
員

台
風
19
号
被
害
に
つ
い
て

村
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

生
活
道
路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
参
事

総
務
課
長
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し
い
と
警
察
に
相
談
す
る
事
例
は
あ
る
の
か
。

村
長
私
宛
で
は
な
い
も
の
は
そ
の
方
に

直
接
渡
す
。「
警
察
を
呼
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
の
は
目
安
箱
に
入
っ
た
こ

と
は
な
い
。

松
尾
村
長
、
議
会
議
長
、
議
会
事
務
局

長
、
三
人
宛
の
投
書
に
つ
い
て
、

議
会
関
係
者
は
原
本
を
見
て
い
な
い
と
言
っ

て
い
る
。
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
。
村
長
発

言
の
公
的
記
録
に
、「
警
察
に
い
っ
て
も
み

な
グ
レ
ー
と
言
う
。
だ
か
ら
別
の
形
で
処
置

し
て
く
だ
さ
い
」と
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。

村
長
三
者
に
お
い
て
、
私
し
か
鍵
は
も

っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
「
匿
名

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
分
に
つ
い
て

は
消
し
て
渡
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
書
い

て
あ
っ
た
の
で
、
消
し
て
あ
る
。

　

私
は
警
察
に
言
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
弁
護
士
さ
ん
と
通
じ
た
。

松
尾
一
つ
答
弁
が
抜
け
て
い
る
。
民
間

人
に
相
談
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
記
憶
は
私
は
あ
り
ま
せ
ん
。

松
尾
公
的
記
録
と
は
議
会
で
「
あ
な
た

が
読
ま
な
い
と
こ
れ
以
上
議
論
が

進
ま
な
い
」と
10
月
16
日
に
渡
さ
れ
た
文
書
。

「
私
に
読
ま
せ
れ
ば
副
作
用
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
私
が
言
っ
た
と
こ
ろ
、
村
長
が
傍
聴
席
か

ら
「
警
察
介
入
お
願
い
し
ま
す
」
と
発
言
し

た
時
の
文
書
で
す
。（
村
長
か
ら
正
規
の
答

弁
で
は
な
い
「
警
察
と
言
っ
て
い
な
い
。
ボ

デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
だ
」
と
い
う
発
言
）
警
察
と

い
う
言
葉
が
出
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

松
尾
目
安
箱
は
ど
う
い
う
法
令
上
、
制

度
上
の
設
置
根
拠
に
基
づ
い
て
置

か
れ
て
い
る
の
か
。
目
安
箱
の
鍵
は
村
長
の

み
が
持
ち
、
役
場
職
員
は
管
理
職
も
含
め
管

理
に
介
在
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
事
実
か
。
事
実
だ
と
す
れ
ば
投
書
が
あ

っ
た
と
い
う
事
実
の
客
観
的
証
明
は
不
可
能

な
の
で
は
な
い
か
。

村
長
目
安
箱
の
法
令
上
、
制
度
上
（
の

根
拠
は
）
無
い
。
目
安
箱
の
鍵
の

管
理
か
ら
す
べ
て
私
が
管
理
す
る
。
証
明
に

つ
い
て
は
私
以
外
に
は
出
来
ま
せ
ん
。

松
尾
目
安
箱
に
入
っ
た
投
書
は
村
長
宛

だ
け
で
な
く
他
の
人
宛
の
も
の
も

村
長
し
か
見
な
い
の
か
。
投
書
内
容
に
し
か

る
べ
き
対
応
を
す
る
際
に
、
一
般
民
間
人
に

相
談
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
投
書
内
容
の

真
偽
が
定
か
で
な
い
段
階
で
、
村
長
が
投
書

内
容
を
巡
っ
て
特
定
の
村
民
を
処
罰
し
て
ほ

村　長

証
明
は
私
以
外
に
出
来

ま
せ
ん

「
目
安
箱
」
に
投
書
が

あ
っ
た
こ
と
の
客
観
的

証
明
は
で
き
る
の
か
？

松
尾　

眞
議
員

「
目
安
箱
」投
書
の
客
観
的
証
拠
は
？

的
に
対
策
を
す
る
べ
き
。
特
命
企
画
課
で
一

年
も
か
け
て
何
を
し
て
い
た
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
時
間

が
合
わ
な
い
の
で
タ
ク
シ
ー
補
助
と
い
う
対

策
を
取
っ
た
が
、
今
後
商
工
会
や
商
工
観
光

課
と
研
究
し
て
い
く
。

質
問
台
風
19
号
で
の
水
害
の
原
因
究
明

を
し
た
の
か
。
消
防
団
は
30
分
お

き
に
水
位
を
報
告
し
て
指
示
を
待
っ
て
い
た

が
、
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
が
無
い
ま
ま
被

災
し
た
。
こ
の
地
区
は
今
ま
で
も
度
々
被
災

に
遭
っ
て
き
た
が
、
過
去
の
経
験
が
対
策
に

活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
対
策
本
部
で
の
対
応

が
遅
く
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
。
今
後
二
度

と
被
災
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
取
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

村
長
行
政
の
後
手
の
対
応
は
け
し
か
ら

ん
と
い
う
こ
と
で
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
本
部
会
議
に
は
消
防
団
か
ら
の
報

告
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
早
急
な
対
策
を

取
る
と
い
う
こ
と
で
今
後
の
反
省
と
し
対
策

に
取
り
組
む
。

原
因
は
内
水
に
越
水
が
重
な

っ
た
こ
と
。
水
門
閉
鎖
の
指

示
は
出
し
て
い
な
い
。
排
水
ポ
ン
プ
車
の
手

配
が
遅
れ
た
。
今
後
は
早
め
に
手
配
す
る
。

栄
村
で
起
こ
り
う
る
災
害
を

想
定
し
、
過
去
の
経
験
を
踏

ま
え
、
そ
の
対
応
を
検
討
し
、
関
係
機
関
に

提
案
し
て
い
く
防
災
会
議
の
設
置
を
要
望
し

た
い
。

質
問
生
活
環
境
対
策
と
し
て
、
11
月
に

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
聞

き
取
り
調
査
を
基
に
対
策
案
を
出
す
と
言
っ

て
い
た
が
、
買
い
物
対
策
は
。

村
長
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
平
日
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
昼
の
穴
埋
め
と

し
て
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
つ
い
て
、
是
非

高
齢
者
生
活
支
援
タ
ク
シ
ー
と
い
う
の
を
始

め
た
ら
ど
う
か
。
タ
ク
シ
ー
の
関
係
で
昼
間

中
活
動
し
て
い
た
だ
く
、
そ
ち
ら
の
方
へ
少

し
で
も
助
成
が
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
お

り
ま
す
。
た
だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
思
う
よ
う

な
結
果
を
生
ま
な
か
っ
た
の
で
棚
上
げ
し
て

い
る
。

質
問
何
故
買
い
物
対
策
が
必
要
な
の

か
。
人
口
減
少
に
よ
っ
て
買
い
物

で
き
る
店
が
無
い
の
が
根
本
的
要
因
。
個
人

で
の
営
業
が
難
し
い
の
な
ら
生
活
し
て
い
る

村
民
の
た
め
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
総
合

村　長

今
後
の
反
省
と
し
て
対

策
に
取
り
組
む
。

今
後
二
度
と
被
災
し
な

い
対
応
を
。

保
坂
良
徳
議
員

生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て

保
坂
議
員

総
務
課
長

特
命
企
画
課
長

村
長




